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新規導入機器紹介 技術センター事業から

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 基盤技術課 材料・機能評価担当　TEL：075-315-8633  FAX：075-315-9497  E-mail：kiban@mtc.pref.kyoto.lg.jp

電磁式疲労試験機を新規導入しました

空圧式グリップを装備し、試験片保護機能
により試験サンプルを優しく確実に固定し
ます。

Ｔ型スロットの付いた大型の定盤を備
え、製品などを固定した耐久性試験が
行えます。

恒温槽を付属し、-30℃から200℃の
温度環境下での試験が行えます。

『 特徴 』

◇装置名 Electro Plus　E10000LT　
　メーカー インストロン ジャパン カンパニイリミテッド
◇装置仕様
　ロードセル 引張／圧縮 ±10ｋN
 ねじり ±100Nm
　アクチュエータ リニアモータ式
　ストローク 引張／圧縮方向 ±30mm
 ねじり方向 ±135度
　試験波形 正弦波、三角波、矩形波、台形波など
　周波数範囲 ～30Hz（ストローク±1mm時）
 （※ストロークにより変わります）　
　恒温槽 温度範囲 -30～200℃　
　試験片治具 丸棒用 φ3mm～18mm
 平板用 厚さ0～12.7mm
 3点曲げ治具
　支柱間隔 455mm

『 仕様 』

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 基盤技術課 機械設計・加工担当　TEL：075-315-8633  FAX：075-315-9497  E-mail：kiban@mtc.pref.kyoto.lg.jp

CAE技術研究会『成果発表会』のご案内
日　時 平成２７年３月２０日（金）１３：００～１７：００
場　所 京都府産業支援センター　５Ｆ　研修室　
内　容 ○講 演　『ＣＡＥにおける電磁場解析』　(株)フォトン　池田代表取締役
 ○会員による事例研究の発表

押しボタンスイッチの変形解析、照明金具の強度解析及び熱解析、丸鋸の腰入れ位置の最適化、丸鋸に
おける内部スロットの効果検証、円筒フィルターの強度解析

参加費　無料

当センターでは設計者にＣＡＥ（Computer Aided Engineering）をより活用して頂くため、ＣＡＥ技術研究会を平成21年
度から開催し、今年で６年目となります。これまで様々な業種の企業に参加いただき、設計者がＣＡＥを利用できるようにお手
伝いさせて頂いております。今回は本研究会のコンセプトについて、ご紹介させて頂きます。

ＣＡＥ技術研究会の活動紹介

研究会では、１年間の『ＣＡＥ研修』と
『事例研究』を経て、設計の中で発生
する技術的な課題を設計便覧や電
卓、EXCEL、CAEを使って日常的に解
決できることを目標にしています。
『ＣＡＥ研修』では、材料力学を中心
とした線形構造解析から非線形解析、
熱解析および熱応力解析、振動解析
で構成され、機械設計に必要な分野
をほぼカバーしています。
『事例研究』は、実務に近い解析プ
ロセスをたどります。研究会では進捗
に沿った検討と方向性を設定し、ＣＡＥ
解析や考察はホームワークが中心と
なります。
ここで重要なのは、研究テーマの確
定と方針で、そのためには事前検討と
FOA（概略の解析）が重要になります。
また、ある程度ＣＡＥ解析が進んだ段
階では、まとめの方向性や研究結果の
確定が重要です。さらに報告書の作
成、成果発表と進みます。
　実務におけるCAE活用の流れは、
右図のようになりますが、事例研究も
基本的には同様な進め方をしますの
で、より実務に近い活用を取得するこ
とができます。
　今年度も事例研究の発表会を行い
ますので、ご参加お待ちしております。

安全で信頼性の高いものづくりがますます重要となってきており、製品が長期間の使用中に壊れず性能
が維持できるかを評価するために、各種材料の疲労強度特性や機械部品、製品への繰り返し荷重に対する
耐久試験を行う疲労試験機を導入しました。本試験機は、１軸方向の繰り返し負荷だけでなく、ねじり方向
の繰り返し負荷も可能です。また、恒温槽を付属していますのでプラスチック材料やCFRP（炭素繊維強化
プラスチック）等の複合材料の温度環境中での評価試験を行うことができます。
本試験機は、公益財団法人JKAの補助事業により導入しました。


